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【学位論文審査の要旨】 
 
１ 研究の目的 
 
 オガサワラヤモリ（Lepidodactylus lugubris）は、太平洋、インド洋の島々に広く分布する
夜行性のヤモリ類で、雌のみで単為生殖を行う。ポリネシアやフィジーの集団を中心に、
染色体数や背面の斑紋パターンに基づき、２倍体と３倍体のクローンタイプが識別されて
いる。日本においても、主に沖縄の大東諸島において、染色体数、斑紋、酵素多型解析が
行われ、そこには多くのクローン多型が存在することが知られている。本研究では、これ
ら大東諸島だけでなく、日本全国のオガサワラヤモリのクローン多型の実態を明らかにす
るため、新たにマイクロサテライト DNAによる分子生物地理学的解析を行った。また、小
笠原諸島において、本種と同所的に生息する有性生殖種であるホオグロヤモリ
（Hemidactylus frenatus）の分布、集団遺伝構造、闘争行動を比較することによって、単為生
殖種の各クローンおよび有性生殖種の間での移動分散能の差異、微生息環境の差異、闘争
行動の差異について検討した。 
 
２ 研究の方法と結果 
 
 日本全国（小笠原諸島、大東諸島、沖縄諸島、宮古諸島、八重山諸島）の 21島からオガ
サワラヤモリ 748 個体を捕獲し、8 遺伝子座のマイクロサテライト解析を行った結果、17
種類の遺伝的に異なるクローンが区別され、それぞれクローン O1、O2、T、M、D1〜D13
と命名した。一方、cyt b領域のミトコンドリア DNA解析を行った結果、5ハプロタイプが
検出された。クローン O1、O2、D12，D13 は南太平洋の島々で広く分布が確認されている
クローンと体の斑紋および倍数性が同じであったので、南方からの移入によるものと考え
られた。一方、クローン D1〜D11は大東諸島のみに見られ、共通のマイクロサテライトア
リルおよびミトコンドリアハプロタイプをもっており、大東諸島内で独自に分化した可能
性が高いと考えられた。クローン TおよびMは、それぞれ竹富島および宮古島から見つか
ったが、その由来については不明である。 
 小笠原諸島の 11島における調査では、オガサワラヤモリの 2種類のクローン（クローン
O1，O2）はほぼ全島に分布していたのに対し、ホオグロヤモリは 4島のみに分布していた。
捕獲したホオグロヤモリ 125個体について、5遺伝子座のマイクロサテライト解析を行った
結果、ホオグロヤモリでは、島ごとに異なる集団遺伝構造を示し，小さい島では遺伝的多
様性が低下していた。つまり、有性生殖種の方が，単為生殖種に比べて移動分散能が小さ
く、分布域が限定されるとともに島嶼間の遺伝的差異が生じる傾向があった。オガサワラ
ヤモリの 2 種類のクローンおよびホオグロヤモリの観察箱内での餌をめぐる闘争行動を解
析した結果、クローン O1はクローン O2より攻撃的であった。また、ホオグロヤモリもク
ローン O1と同様に攻撃的であった。ヤモリ類では、こうした餌をめぐる競争が野外におい
て起こることが知られており、クローン O2の微生息場所が他とやや異なるのは、こうした
餌をめぐる闘争の強弱の影響を受けている可能性が示唆された。 
 
３ 審査の結果 
 
 本研究は、単為生殖種でありながら多くのクローンが存在するオガサワラヤモリの遺伝
的解析と、クローン間の生態的違いを証明した優れた研究である。本種のクローンを遺伝
的に識別するために、最新の手法である核 DNAのマイクロサテライト多型を用いた点も高
く評価できる。研究結果は、国際的な学術雑誌に１報（英文）出版されており（Murakami, Y., 
Sugawara, H., Takahashi, H. and Hayashi, F. 2015. Different population genetic structure between 
sexual and asexual gecko species co-existing in the Ogasawara Islands. Ecological Research 30: 
471-478）、日本語での論文も首都大学東京で発行されている小笠原研究報告に１報出版され
ている（村上勇樹 2017. 小笠原諸島聟島列島におけるオガサワラヤモリのクローン多型と
その分布．小笠原研究年報 40: 53-58）。今後、さらに２報（どちらも英文）を国際的な学術
雑誌に順次投稿し，発表する予定である。これらの論文は、性の進化や種分化にかかわる
分野において、重要な論文として引用されると考えられる。よって、博士（理学）の学位
に十分値するものと判定した。 
 
４ 最終試験の結果 
 
 本学の学位規定にしたがって、試験および試問を行った。公開の席上で論文発表を行い、
生命科学専攻教員による質疑応答をもって試験にあてた。また、論文審査委員が本論文お
よび関連分野について試問を行った。その結果、専門科目および外国語について十分な学
力があることを認め、合格と判定した。 
